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C O N T E N T S

医療事務の専門学校を卒業後、組合に

入った大石さん。医療機関には欠かせな

いカルテや処方箋、レセプト等の用紙購

買を担当しています。

「組合員さんと電話で話すことが多い

ので、あいさつや言葉遣いにはとくに気

をつけています」と初心を忘れず仕事に

取り組みます。

「毎日注文があるので、業者に発注し

たり、保管してあるものを組合員さんに

送るのですが、紙ってなかなか重たくて

力仕事なんです。けれど体を動かすのが

好きなので、全然苦じゃないんです」。

その言葉のとおり仕事が終わった後も、

地域のバルーンバレーチームで汗を流し

ます。「両親がやっていてその影響では

じめたのですが、すごく楽しくって、今

では私が一番のめり込んでいます」。

休日は愛車、赤のカワサキ・バリオス

でツーリング。「これからの季節も気持

ちいいですし、夏は少し遠くに行きたい

です」。さわやかなえがおが終始絶えま

せんでした。

大石奈々恵さん

静岡県医師協同組合
（静岡市葵区）

＊資源保護のため再生紙を使用しています。
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Business Report 組合の動き 

組
合
初
の
安
全
大
会

A
E
D
講
習
で
心
肺
蘇
生
法
も
学
ぶ

静
岡
県
鉄
筋
業
協
同
組
合

県
内
の
鉄
筋
工
事
業
者
三
六
社
が
加

入
す
る
静
岡
県
鉄
筋
業
協
同
組
合
（
石

原
光
理
事
長
）
で
は
、
六
月
一
一
日
に

静
岡
市
の
グ
ラ
ン
シ
ッ
プ
静
岡
で
安
全

大
会
を
開
催
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
安
全
に
対
す
る
さ
ら
な

る
意
識
の
向
上
と
組
合
の
団
結
強
化
を
目

的
に
開
催
し
た
も
の
で
、
組
合
初
の
試

み
。

み
ん
な
で
進
め
よ
う
リ
ス
ク
ア

セ
ス
メ
ン
ト
　
目
指
そ
う
職
場
の
安
全

安
心

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
組
合
員
や
従

業
員
ら
約
八
〇
人
が
参
加
し
た
。

“ ”

石
原
理
事
長
が
、「
労
災
は
人
災
。
組

合
が
一
丸
と
な
っ
て
防
止
し
よ
う
」
と

あ
い
さ
つ
し
た
後
、
参
加
者
全
員
で
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
を
あ
げ
、
安
全
を
誓

っ
た
。

社
会
保
険
労
務
士
が
講
師
を
務
め
た

安
全
講
話
で
は
、
労
災
保
険
制
度
に
つ

い
て
講
義
を
受
け
、
そ
の
重
要
性
を
確

認
し
た
。

ま
た
、
静
岡
市
消
防
局
関
係
者
を
講

師
に
、
救
命
処
置
の
た
め
の
医
療
機
器

で
あ
る
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動

組
合
創
立
半
世
紀
の
節
目
を
祝
う静

岡
県
電
機
商
業
組
合

静
岡
県
電
機
商
業
組
合
で
は
、
五
月

二
七
日
、
静
岡
市
の
ク
ー
ポ
ー
ル
会
館

で
創
立
五
〇
周
年
記
念
式
典
を
開
い
た
。

式
典
に
は
、
多
数
の
組
合
員
の
ほ
か
、

総
務
省
東
海
総
合
通
信
局
放
送
部
長
や

Ｎ
Ｈ
Ｋ
静
岡
放
送
局
長
、
中
央
会
を
は

じ
め
、
東
海
三
県
の
電
機
商
業
組
合
の

代
表
者
、
家
電
メ
ー
カ
ー
関
係
者
ら
、

来
賓
を
合
わ
せ
一
三
〇
人
が
出
席
し
た
。

五
月
九
日
に
他
界
し
た
片
瀬
勝
理
事

長
に
黙
祷
を
捧
げ
た
後
、
主
催
者
を
代

表
し
て
、
石
井
勝
治
副
理
事
長
が
、

「
我
々
家
電
小
売
業
は
、
量
販
店
に
は

ま
ね
の
で
き
な
い
き
め
細
か
い
サ
ー
ビ

ス
を
展
開
す
る
こ
と
で
、
地
域
に
根
ざ

し
た
顧
客
密
着
型
の
専
門
店
と
し
て
、

お
客
様
の
支
持
を
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

五
〇
周
年
を
機
に
さ
ら
な
る
組
合
活
動

の
充
実
と
業
界
の
発
展
に
尽
力
し
て
い

き
た
い
」
と
あ
い
さ
つ
し
た
。

式
典
で
は
、
業
界
の
発
展
に
寄
与
し

器
）
の
普
通
救
急
講
習
が
行
わ
れ
、
多
く

の
希
望
者
が
受
講
。
三
時
間
に
わ
た
っ

て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
使
用
方
法
や
救
命
措
置

の
手
順
、
心
肺
蘇
生
法
（
人
工
呼
吸
や
胸

骨
圧
迫
）
な
ど
実
技
を
交
え
て
学
ん
だ
。

受
講
者
に
は
、
静
岡
市
消
防
局
か
ら

講
習
修
了
証
が
発
行
さ
れ
た
。

組
合
で
は
、「
こ
の
大
会
を
契
機
に
、

よ
り
一
層
の
安
全
へ
の
意
識
高
揚
を
進

め
て
い
き
た
い
」
と
し
て
い
る
。

た
新
旧
の
正
副
理
事
長
六
人
に
中
央
会

会
長
表
彰
が
、
組
合
運
営
に
尽
力
し
た

組
合
員
一
四
名
に
組
合
特
別
功
労
賞
が

贈
ら
れ
た
。

同
組
合
は
昭
和
三
五
年
、
県
内
の
家

電
小
売
業
者
八
〇
〇
人
で
設
立
。

技
術
力
や
経
営
力
の
向
上
を
目
的
と

す
る
研
修
事
業
や
消
費
者
・
行
政
と
の

▼熱心に救命法を学ぶ参加者(上)。参加者全員でシュプレヒコール
を挙げ、安全を誓った

▲130人の出席者が創立半世紀の節目を祝った

22年07月号_P01-06.qxd  10.7.2 16:42  ページ 2



3 中小企業静岡 2010.7

”
森
山
焼
“
で

県
郷
土
工
芸
技
能
者
褒
賞
を
受
賞

静
岡
県
郷
土
工
芸
品
振
興
会

新
た
に
五
人
の
中
小
企
業
組
合
士
が
誕
生

静
岡
県
中
央
会
・
組
合
士
会

静
岡
県
郷
土
工
芸
品
振
興
会
（
会

長
＝
静
岡
県
蒔
絵
工
業
（
協
）
諸
井
治

郎
理
事
長
、
事
務
局
＝
団
体
中
央
会
）

の
会
員
で
、「
森
山
焼
」
の
田
米

た

め

孝
雄
氏

（
周
智
郡
森
町
）
が
、
平
成
二
二
年
度
の

静
岡
県
郷
土
工
芸
技
能
者
褒
賞
を
受
賞
。

そ
の
伝
達
式
が
、
六
月
一
六
日
、
静
岡

市
内
で
開
催
さ
れ
た
同
振
興
会
の
通
常

総
会
席
上
で
行
わ
れ
た
。

田
米
氏
は
、
昭
和
二
〇
年
、
一
四
歳

懇
談
会
、
電
化
ま
つ
り
の
開
催
な
ど
幅

広
く
事
業
を
展
開
。

ま
た
、
二
〇
一
一
年
七
月
に
迫
る
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
完
全
移
行
に
向

け
、

家
電
困
り
ご
と
相
談
セ
ン
タ
ー

デ
ジ
タ
ル
一
一
〇
番

の
設
置
や
地
デ

“

”

ジ
サ
ポ
ー
ト
戸
別
訪
問
事
業
な
ど
に
組

合
を
挙
げ
て
対
応
。

さ
ら
に
静
岡
県
と

特
定
家
庭
用
機

器
廃
棄
物
の
引
取
り
に
関
す
る
覚
書

を
締
結
す
る
な
ど
、
循
環
型
社
会
構
築

に
も
積
極
的
に
取
組
ん
で
い
る
。

“

”

で
初
代
松
井
晴
山
氏
に
師
事
。
朝
日
陶

芸
展
を
は
じ
め
多
く
の
展
覧
会
で
高
い

評
価
を
受
け
、
同
五
一
年
に
独
立
し
、

田
米
陶
房
を
開
窯
。
六
五
年
に
わ
た
り

「
森
山
焼
」
づ
く
り
に
従
事
す
る
と
と
も

に
、
そ
の
技
術
や
技
法
の
伝
承
に
も
力

を
注
い
で
い
る
。

田
米
氏
は
、

「
多
く
の
人
に
支
え
ら
れ
て
き
た
こ
と

に
深
く
感
謝
す
る
。
今
後
も
自
分
の
持

つ
知
識
や
経
験
、
技
術
を
後
進
に
伝
え

て
い
き
た
い
」
と
喜
び
を
語
っ
た
。

ま
た
、
去
る
三
月
、
平
成
二
一
年
度

の
伝
統
的
工
芸
品
産
業
功
労
者
褒
賞
を

受
賞
し
た
「
志
戸
呂
焼
」
の
白
幡
鳳
悦

氏
（
島
田
市
）
に
、
諸
井
会
長
か
ら
記

念
品
が
手
渡
さ
れ
た
。

同
振
興
会
は
、
静
岡
県
を
代
表
す
る

伝
統
工
芸
二
一
業
種
三
〇
生
産
者
で
構

成
。
県
の
補
助
事
業
や
委
託
事
業
を
活

静
岡
県
中
央
会
と
静
岡
県
中
小
企
業

組
合
士
会
で
は
、
六
月
二
二
日
、
中
央

会
会
議
室
で
二
二
年
度
の
中
小
企
業
組

合
士
認
定
式
を
行
い
、
新
た
に
組
合
士

に
認
定
さ
れ
た
五
人
（
認
定
式
出
席
者

三
人
）
に
認
定
証
が
授
与
さ
れ
た
。

中
小
企
業
組
合
士
制
度
は
、
中
小
企

業
組
合
の
役
職
員
ら
が
職
務
を
遂
行
す

る
上
で
必
要
な
知
識
に
関
す
る
試
験

（「
組
合
会
計
」「
組
合
制
度
」「
組
合
運

営
」
の
三
科
目
）
を
行
い
、
合
格
者
の
中

か
ら
、
一
定
の
実
務
経
験
を
も
つ
者
に

中
小
企
業
組
合
士
の
称
号
が
与
え
ら
れ

る
も
の
。
昭
和
四
九
年
に
全
国
中
央
会

が
中
小
企
業
庁
の
後
援
を
受
け
、
ス
タ

ー
ト
さ
せ
た
。
現
在
、
全
国
で
三
三
一

八
人
が
登
録
。
静
岡
県
の
有
資
格
者
は

一
二
五
人
で
、
東
京
、
北
海
道
、
大
阪

に
次
ぐ
人
数
を
誇
る
。

今
年
度
、
全
国
で
一
五
七
人
が
認
定

を
受
け
、
本
県
で
は
、
遠
藤
英
男
氏

（
富
士
宮
鉄
工
団
地
（
協
））、
大
村
哲
也

氏
（
中
駿
商
工
業
（
協
））、
望
月
敬
輔

氏
（
同
）、
青
木
敦
子
氏
（
青
木
公
認
会

計
士
事
務
所
）、
今
田
周
作
氏
（（
協
）

浜
松
卸
商
セ
ン
タ
ー
）
の
五
人
が
組
合

士
の
仲
間
入
り
を
し
た
。

静
岡
県
組
合
士
会
の
横
山
辰
雄
会
長

（
下
田
青
果
商
協
同
組
合
監
事
）
は
、

「
静
岡
県
組
合
士
会
で
は
、
実
務
研
修

や
親
睦
を
深
め
る
た
め
の
様
々
な
事
業

を
行
っ
て
い
る
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
我
々

の
仲
間
に
加
わ
り
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
に
お
役
立
て
頂

き
た
い
」
と
組
合
士
会
へ
の
加
入
を
呼

び
か
け
た
。

組合活性化情報

レ
ッ
ト
の
作
成
に
も
積
極
的
に
取
り
組

む
な
ど
、
伝
統
工
芸
品
を
広
く
知
ら
し

め
よ
う
と
多
彩
な
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

用
し
、
各
種
展
示
会
へ
の
出
展
や
新
商

品
開
発
、
需
要
開
拓
を
展
開
す
る
と
と

も
に
、
接
遇
研
修
や
デ
ジ
タ
ル
パ
ン
フ

▼浅山肇県地域産業課長より褒賞を伝達される
田米氏（写真中央）

▲前列左から新たに認定された望月、大村、遠藤
各氏。横山組合士会会長(後列左から2人目)ら
が認定を祝った
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静岡労働局からのお知らせ

平成21年度の就職件数、前年度比5.7％減の1,440件
静岡労働局がまとめた県内のハローワークにおける平成21年度障害者の職業紹介状況によると、新規求職申込

件数は3,559件と前年度比3.2％増加し、過去最高を更新しました。職業紹介件数も7,981件（前年度比
35.7％増）と前年度を大きく上回りましたが、就職件数は1,440件に留まり前年度比5.7％減少しました。
障害者別では、身体障害者が636件（6.9％減）、知的障害が480件（5.0％減）、精神障害者が308件

（7.5％減）といずれも前年度より減少しました。
産業別では、製造業（27.9％減）、卸売業小売業（26.4％減）で減らした一方、医療福祉（42.8％増）、農林

漁業（120.8％増）で大きく増加しました。
職種別では、生産工程・労務の職業（762件）と事務的職業（248件）における就職件数が多く、全体の7割

を占めますが、ともに前年度実績を下回りました。
障害者の解雇者数は、前年度より24人少ない101人でしたが、過去10年で3番目に多い水準でした。

平成22年7月から障害者雇用に関する制度が変わります！
（1）「障害者雇用納付金制度」の対象が、常用雇用労働者が200人超300人以下の事業主にも拡大されます。
●「障害者雇用納付金制度」とは？
雇用障害者数が法定雇用率（1.8％）に満たない事業主から、その雇用する障害者が1人不足するごとに1月
当たり5万円（※）を徴収し、それを原資として、法定雇用率を超えて障害者を雇用する事業主に対し、障
害者雇用調整金（超過1人につき1月当たり2万7千円）や助成金を支給する仕組みです。
事業主間の経済的負担を調整する観点から設けられました。
（※）200人超300人以下の事業主については、平成27年6月までは、納付金の減額特例が適用され、5万

円→4万円となります。

（2）重度でない身体障害者や知的障害者である短時間労働者を実雇用率や実雇用障害者数にカウントできる
ようになります。

●「短時間労働者」とは？
週所定労働時間20時間以上30時間未満の労働者をいいます。カウント数は0.5です。

その他除外率が変更になります。詳しくは静岡労働局ホームページをご覧ください。
http://www.shizuokarodokyoku.go.jp/syokuan/taisaku/pdf/220524_kaisei.pdf

（お問い合わせ先：職業安定部職業対策課　TEL054-271-9973）

（お問い合わせ先：職業安定部職業対策課　TEL054-271-9973）
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30 0 

35 0 
精神障害者 等 

知的障害 者 

身体障害 者 

製造 業 運輸業 、 郵便 業 サ ー ビ ス 業 卸売業 、 小売 業 

平 成 2 1 年 度   産 業 別 就 職 件 数 （ 主要産業のみ ） 

宿泊業 、 
飲食サ ー ビ ス 業 

生活関連サ ー ビ ス 業 、 
娯楽 業 

医療、福祉 建設 業 農林漁 業 

【321】 

【207】 
【193】 

【162】 

【84】 【82】 
【60】 

【72】 
【53】 
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組
合
の
前
身
、
静
岡
県
豆
腐
業
統
制
組

合
が
発
足
し
た
の
は
昭
和
一
六
年
。

そ
の
長
い
歴
史
を
刻
む
組
合
の
第
七
代
理

事
長
と
し
て
、
こ
の
ほ
ど
創
立
七
〇
年
の

節
目
を
迎
え
た
。

「
こ
れ
だ
け
長
く
続
け
ば
、
良
い
と
き
、

悪
い
と
き
、
山
や
谷
、
い
ろ
い
ろ
と
あ
っ

た
で
し
ょ
う
が
、
組
合
の
礎
を
築
き
、
こ

こ
ま
で
育
て
て
く
れ
た
諸
先
輩
に
感
謝
し

た
い
」
と
先
達
へ
の
謝
意
を
表
す
。

中
学
卒
業
後
、
島
田
市
内
の
豆
腐
メ
ー

カ
ー
に
就
職
。
一
〇
年
間
、
豆
腐
づ
く
り

を
み
っ
ち
り
と
学
ん
だ
の
ち
、
昭
和
三
四

年
、
二
四
歳
で
創
業
し
た
。

「
私
が
創
業
し
た
昭
和
三
〇
年
代
は
、
作

れ
ば
売
れ
る
時
代
。
ど
の
店
も
買
い
物
客

が
鈴
な
り
に
な
っ
て
い
た
も
の
で
し
た
」

と
述
懐
す
る
。

だ
が
、
平
成
四
、
五
年
ご
ろ
を
境
に
廃

業
が
目
立
ち
始
め
、
昭
和
四
〇
年
代
は
じ

め
に
九
〇
〇
人
近
く
を
数
え
た
組
合
員
は
、

現
在
一
二
八
人
。
最
盛
期
の
二
割
以
下
と

な
っ
た
。

理
事
長
に
就
任
し
た
の
は
、
脱
退
に
拍

車
が
か
か
り
は
じ
め
た
平
成
一
五
年
。

「
原
料
や
包
装
資
材
の
価
格
が
上
が
っ
て

い
る
の
に
、
販
売
価
格
は
一
五
年
以
上
据

置
き
。
一
方
、
大
手
ス
ー
パ
ー
は
、
安
売

り
合
戦
を
繰
り
広
げ
て
い
る
。
こ
れ
で
は

商
売
が
成
り
立
た
な
い
し
、
後
継
者
が
将

来
に
希
望
を
も
て
な
い
」
と
強
い
危
機
感

を
抱
き
、
公
正
取
引
員
会
を
交
え
た
研
究

会
を
立
ち
上
げ
る
な
ど
、
適
正
価
格
の
実

現
に
向
け
て
奔
走
。
一
六
年
ぶ
り
と
な
る

価
格
改
定
を
実
現
し
た
。

さ
ら
に
全
国
に
先
駆
け
、
平
成
六
年
か

ら
進
め
る
、
お
か
ら
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業

を
廃
食
油
の
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
に
拡
大
。

環
境
対
策
に
も
組
合
を
挙
げ
て
取
り
組
む
。

こ
う
し
た
高
い
手
腕
か
ら
、
平
成
二
〇

年
に
は
、
全
国
豆
腐
油
揚
商
工
組
合
連
合

会
の
会
長
に
推
さ
れ
た
。

全
国
の
ト
ッ
プ
就
任
後
、
機
械
メ
ー
カ
ー

や
大
豆
卸
業
者
と
連
携
し
原
料
で
あ
る
大

豆
の
安
定
的
確
保
や
適
正
価
格
の
実
現
な

ど
、業
界
の
活
性
化
に
す
ば
や
く
着
手
。
中

で
も
力
を
注
ぐ
の
が
、財
政
基
盤
の
強
化
だ
。

「
魅
力
あ
る
組
織
に
は
、
魅
力
あ
る
事
業

が
必
要
。
そ
の
た
め
に
は
財
政
基
盤
の
強

化
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
組
合
員
が
一
日
一

〇
〇
円
を
賦
課
金
に
充
て
る

一
日
一
〇

〇
円
運
動

を
、
全
国
に
呼
び
か
け
た
と

こ
ろ
、

こ
れ
な
ら
で
き
る

と
予
想
を

上
回
る
賛
同
を
得
ま
し
た
」
と
確
か
な
手

応
え
を
感
じ
る
。

社
長
を
務
め
る
2
岩
本
食
品
。
子
息
に

会
社
を
任
せ
る
こ
と
が
多
く
な
っ
た
が
、

心
が
け
る
の
は

お
か
げ
さ
ま
で

の
心
。

「
お
客
様
を
は
じ
め
、
組
合
員
や
取
引
業

者
な
ど
、
み
ん
な
に
支
え
て
も
ら
っ
て
い

る
と
い
う
気
持
ち
を
常
に
も
ち
、
商
い
を

さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
」
と
創
業
の
精

神
を
忘
れ
な
い
。

「
ど
う
し
た
ら
お
客
様
に
喜
ん
で
も
ら
え

る
か
。
常
に
原
点
に
立
ち
戻
っ
て
努
力
す

る
こ
と
こ
そ
向
上
の
源
」
と
力
を
込
め
た
。

“

”

“

”
“

”

クローズアップインタビュー

静岡県豆腐油揚商工組合

岩本定夫理事長

組合が創立70年
全国組織のトップ
として業界を牽引

組合活性化情報
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6中小企業静岡 2010.7

在庫数量以外の項目で改善しているが、先月に比
べ改善幅は縮小している。依然として、製造業にお
ける外需の伸びが全体を牽引している格好だが、ギ
リシャ問題等、先行きへの不安は払拭できない状況
にある。非製造業のサービス業や小売業等では、大
型連休による需要増に期待したものの、消費意欲の
低迷等により思わしい成果は得られなかった模様。
業種のばらつきが、一層明確になる結果となった。

・・・対象17業種より抜粋
［鉄鋼・金属 ］
仕事量は増加、年度が変わり少し売上が戻ってきた。

［電気機器 ］
天候不順により、エアコン、冷蔵庫の販売は低調。

［一般機器 ］
見積依頼は増加しているが、成約までの労力が増大している。
取引条件も厳しさを増しており、収益改善には至っていない。
円高や株価下落による設備投資意欲の減退を危惧している。

［商店街 ］三島市
連休中のイベントは活気づくが…やはり景気は今一歩。

［総合工事］
厳しい状況を生き抜くために、労働者の育成に積極的に取り
組んでいる。

※DI値＝［（増加・好転組合数－減少・悪化組合数）／対象組合数］×100

＋0.1以上･･･ ± 0.0･･･ ～－20.0･･･ －20.0 ～･･･
なお、｢在庫数量｣のみマイナス値が大きいほど好要件としている。

概　況

業界の声

DI値の推移

景況ウォッチ （22年5月の情報連絡員月次景況調査より）

静岡県中央会に設置されている情報連絡員〔協同組合等の役職員87名に委嘱〕による毎月の景況調査の概要です。

事
務
局

静岡県自動車車体整備協同組合

吉田 巌専務理事

業
界
の
認
知
度
ア
ッ
プ
に全

力
注
ぐ

組合活性化情報

備

と
聞
い
て
も
ピ
ン
と
こ
な
い
の
が
現

状
。
む
し
ろ

自
動
車
板
金
塗
装
業

と

し
て
専
門
性
を
前
面
に
出
し
、
も
っ
と
ユ

ー
ザ
ー
に
業
界
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
が

必
要
で
す
」
と
Ｐ
Ｒ
の
重
要
性
を
説
く
。

就
任
以
来
一
貫
し
て
力
を
注
い
で
き

た
の
が
、
業
界
の
認
知
度
ア
ッ
プ
だ
。

「
国
家
資
格
を
も
つ
整
備
士
の
育
成
と

国
の
専
門
認
証
の
取
得
こ
そ
が
、
顧
客

満
足
度
や
業
界
知
名
度
の
向
上
に
つ
な

が
る
」
と
県
内
各
地
の
組
合
員
工
場
に

足
繁
く
通
い
、
認
証
取
得
に
関
す
る
ア

ド
バ
イ
ス
や
指
導
を
実
施
。
さ
ら
に
専

門
学
校
と
タ
イ
ア
ッ
プ
し
、
実
践
的
な

教
育
研
修
事
業
を
次
々
と
展
開
。

こ
う
し
た
精
力
的
な
取
組
み
の
結
果
、

二
〇
〇
社
を
超
え
る
組
合
員
の
七
割
近

く
が
国
の
認
証
を
取
得
す
る
な
ど
、
大

き
な
成
果
を
挙
げ
た
。

「
組
合
員
が
前
向
き
に
取
り
組
ん
だ
結

果
。
さ
ら
に
一
社
で
も
多
く
認
証
が
得

ら
れ
る
よ
う
支
援
の
幅
を
広
げ
て
い
き

た
い
」
と
意
欲
は
ま
す
ま
す
旺
盛
だ
。

「
自
動
車
業
界
の
技
術
は
日
進
月
歩
。

得
ら
れ
る
情
報
を
素
早
く
キ
ャ
ッ
チ
し
、

い
ち
早
く
組
合
員
に
伝
え
る
こ
と
で
、

組
合
の
メ
リ
ッ
ト
を
感
じ
て
も
ら
え
れ

ば
」
と
人
脈
を
駆
使
し
た
情
報
収
集
力

で
、
組
合
員
の
ニ
ー
ズ
を
し
っ
か
り
と

つ
か
む
。

休
日
は
、
家
庭
菜
園
で
夫
婦
揃
っ
て

野
菜
作
り
を
楽
し
む
。

「
組
合
員
か
ら
も
ら
っ
た
玉
ね
ぎ
の
種

が
よ
く
育
ち
、
八
〇
〇
玉
の
大
収
穫
だ

っ
た
よ
」
と
満
足
そ
う
だ
。

“

”

“

沼
津
自
動
車
検
査
登
録
事
務
所
所
長

や
愛
知
運
輸
支
局
次
長
を
歴
任
す
る
な

ど
、
四
〇
年
近
く
陸
運
行
政
に
携
っ
た

経
験
を
請
わ
れ
、
平
成
一
三
年
四
月
、

専
務
理
事
に
就
任
し
た
。

「
人
と
の
出
会
い
が
財
産
。
肩
書
き

や

イ
ス

で
は
な
く
、
人
と
人
と
の

付
き
合
い
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
」

と
常
に
胸
襟
を
開
い
て
相
手
に
接
す
る

姿
勢
で
、
業
界
を
越
え
た
知
己
も
多
い
。

事
故
車
な
ど
の
外
観
を
板
金
や
塗
装

技
術
を
用
い
て
復
元
す
る
車
体
整
備
業
。

車
体
構
造
に
対
す
る
深
い
知
識
と
車
体

修
正
の
高
度
な
技
術
が
求
め
ら
れ
る
業

界
だ
が
、
そ
の
社
会
的
な
認
知
度
は
、

決
し
て
高
い
も
の
で
は
な
い
。

「
多
く
の
ユ
ー
ザ
ー
は
、

車
体
整

”

“

”
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7 中小企業静岡 2010.7

イラスト／近藤よしひろ

日
本
の
シ
ン
ボ
ル

、
富
士

山
。
そ
の
名
を
冠
し
た
富
士
山
静

岡
空
港
の
開
港
や
静
岡
県
に
よ

日
）
制
定
、
さ
ら
に
は
世
界
文
化

遺
産
へ
の
登
録
運
動
な
ど
、
い
ま
、

富
士
山
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
今
年
の
誌
上
暑
中
見

舞
交
換
で
は
、「
富
士
山
の
魅
力
再

発
見
　
富
士
山
に
ち
な
む
数
字
」

と
題
し
、
富
士
山
に
ま
つ
わ
る
驚

き
の
数
字
や
意
外
な
数
字
を
エ
ピ

ソ
ー
ド
と
と
も
に
ご
紹
介
。

こ
れ
で
あ
な
た
も

富
士
山
博

士

の
仲
間
入
り
？

“

”
“

”
る

富
士
山
の
日

（
二
月
二
三

“

”
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8中小企業静岡 2010.7

熱海温泉ホテル旅館協同組合
〒413-0011 熱海市田原本町9-1 第一ビル2Ｆ　
10557-81-5141 FAX0557-81-5143
http://www.atamispa.com

理 事 長　内田　進

土肥温泉旅館協同組合
〒410-3302 伊豆市土肥412番地の19
10558-98-0523 FAX0558-98-0524
http://www.toi-onsen.com

理 事 長　関　祐司

東芝機械協力協同組合
〒410-0022 沼津市大岡2470番地
1055-922-7047 FAX055-924-9155
http://www.siz-sba.or.jp/toshiba-cu/

代表理事　山崎 亨

静岡県東部質屋協同組合
〒410-0036 沼津市平町11-2

1055-962-2960 FAX055-962-2960

理 事 長　川村　勇

静岡県保険代理業協同組合
〒410-0822 沼津市下香貫宮脇200-3
1055-935-0438 FAX055-935-0439
http://www.siz-sba.or.jp/sig-95

代表理事　青木　義勝

静岡県東部商工協同組合
〒410-0881 沼津市八幡町7の1
1055-952-1447

会　　長　佐野　光治
理 事 長　川口　正信

沼津仲見世商店街振興組合
〒410-0803 沼津市添地町20番地の3
1055-963-2580 FAX055-963-7381
http://nakamise.numazu.nu

代表理事　原田　治行

沼津魚仲買商協同組合
〒410-0842 沼津市蛇松町32-3
1055-962-2882 FAX055-951-0391
http://www.siz-sba.or.jp/nu-uonaka/

理 事 長　後藤　義男

伊東温泉旅館ホテル協同組合
〒414-0003 伊東市中央町13番地28号
10557-37-2011 FAX0557-37-3090
http://www.ito.or.jp

代表理事　柴田　昌彦

修善寺温泉事業協同組合
〒410-2416 伊豆市修善寺1146-2

10558-72-4471 FAX0558-72-4449

代表理事　野田　治久

富士の国特産品振興事業協同組合
〒410-0848 沼津市千本西町22番地ピュア光栄3D

1055-962-2556 FAX055-962-2573

代表理事　青木　善明

三島沢地工業団地協同組合
〒411-0042 三島市平成台2番地
1055-988-5600 FAX055-988-5628
http://www.siz-sba.or.jp/m-sawazi

理 事 長　野田　和秀

三島工業団地協同組合
〒411-0824 三島市長伏155-9
1055-977-2017 FAX055-977-2957
http://www.siz-sba.or.jp/mishima

理 事 長　諏訪部　敏之

岳南第一製紙協同組合
〒419-0201 富士市厚原字川窪311番地の1
10545-71-6441 FAX0545-71-2234
E-mail:gaku-1@ninus.ocn.ne.jp

理 事 長　鈴木　基之

22年07月号_P07-23  10.6.23 15:23  ページ 8



9 中小企業静岡 2010.7

暑中お見舞い申し上げます

富士環境整備事業協同組合
〒419-0202 富士市久沢22番地の1

10545-71-05008 FAX0545-71-0501

理 事 長　若林　厚

富士市浮島工業団地協同組合
〒417-0826 富士市中里字水門前2626番地22
10545-32-2131 FAX0545-32-2199
http://www.wbs.ne.jp/bt/ukishima/

理 事 長　杉山　清

富士市水道指定工事店協同組合
〒417-0058 富士市永田北町10番25号
10545-51-0863 FAX0545-52-7221
http://www.siz-sba.or.jp/fuji-suidou

代表理事　遠藤　正三

221（日）
平成21年に富士山が見えた日数

富士市では、平成２（１９９０）年５月から富士山
の眺望観測をスタートした。
観測は、毎日３回（８時、１２時、１６時）、市庁

舎８階から、市職員が目視にて実施。
富士山を「上部」（宝永山山頂（標高２６９３ｍ）

付近～山頂）、「中央部」（同１５００ｍ程度（表富士
周遊道路旧料金所付近）～２７００ｍ程度）、「下部」
（同５００ｍ程度～１５００ｍ程度）に分け、見える部分
を記録している。
平成２１年の「富士山の全体が見えた」日数は、

午前８時の観測で、年間１２１日（前年比－１７日）、
「全体が見えた」と「一部が見えた」を合わせた
日数は、２２１日（前年比－１日）。
一方、「全く見えない日」は１４４日（前年と同

数）だった。
月別で富士山の見える日数が多いのは１０月～

１月、少ないのは６月～８月となっている。
観測時刻ごとでは、「全体が見えた」は８時が

最も高く、３回の観測時刻全てで全体が見えた
日数は３６日、逆に全く見えなかったのは１１３日
だった。
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富士地区貨物運送事業協同組合
〒417-0033 富士市島田町1丁目194-1
10545-54-1202 FAX0545-53-1248
E-mail:fujikakyou@forest.ocn.ne.jp

理 事 長　岡島　賢臣

富士トラック団地協同組合
〒417-0002 富士市依田橋120番地の1
10545-52-92118 FAX0545-52-5722
http://www.fuji-toradanti.or.jp/

理 事 長　秋山　邦彦

富士宮駅前通り商店街振興組合
〒418-0065 富士宮市中央町8-13
10544-26-3380 FAX0544-27-3952
http://www.16-site.com/

代表理事　増田　恭子

91.0（m/秒）
富士山頂での最大瞬間風速

昭和４１（１９６６）年９月２５日、富士山頂で最大
・ ・

瞬間風速
・ ・ ・ ・

９１.０ｍ/秒という猛烈な南南西の風を観
測した。台風２６号の暴風雨によるもので、わが
国の観測史上最大となった。
さらに、昭和１７（１９４２）年４月５日に山頂で記

録された最大風速
・ ・ ・ ・

７２.５ｍ/秒（西南西の風）も国
内の最大風速（平均風速＝観測前１０分間の風の
平均＝の中で最大の値）である。
一般に、風速が３０ｍ/秒を超えると「猛烈な風」

と形容され、樹木が根こそぎ倒れ始め、建造物の
屋根が飛ばされ、木造住宅の全壊が始まるとさ
れる。山頂で記録された風速がいかに想像を絶
するものであったかが分かろう。
１９７３年から２０００年までの２８年間の富士山頂
での平均風速は１１.４ｍ/秒。最大風速２０ｍ/秒を
超える日は年間１２１日に達する。
ちなみに国内の平地部での最大瞬間風速は、

昭和４１（１９６６）年９月５日の台風１８号による宮
古島（沖縄）で観測された８５.３ｍ/秒（北東の風）、
世界記録は、１９９７年にグアム島（アメリカ）で記
録された１０５.５ｍ/秒である。
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協同組合ロームシステム
〒424-0044 静岡市清水区江尻台町21-21
1054-364-9311 FAX054-365-6900
http://www.lomsys.or.jp

理 事 長　海野　要三

協同組合小糸製作所協力会
〒424-0061 静岡市清水区大内256-1
1054-348-2533 FAX054-348-2551
http://www.siz-sba.or.jp/koitokyo/

代表理事　水野　一保

エコテクノ事業協同組合
〒424-0844 静岡市清水区西高町11-6

1054-352-6001 FAX054-352-6007

理 事 長　室井　順雄

清水工業団地協同組合
〒424-0301 静岡市清水区宍原622番地の9
1054-394-0977 FAX054-394-0980
http://www.siz-sba.or.jp/shimidan

理 事 長　梶本　忠恒

清水港木材協同組合
〒424-0941 静岡市清水区富士見町8番15号

1054-353-3231 FAX054-353-1840

理 事 長　大塚　峰男

清水銀座商店街振興組合
〒424-0817 静岡市清水区銀座13番30号

1054-366-5724 FAX054-366-5703

理 事 長　濱崎　雅行

静岡葬祭業協同組合
〒424-0104 静岡市清水区草ヶ谷29-4
1054-364-8155 FAX054-364-8154
「シティホールたちばな」70120-49-5401

代表理事　杉山　和義

静岡県タイヤ商工協同組合
〒424-0942 静岡市清水区入船町1番1号
1054-353-2444 FAX054-352-2876
http://www.siz-sba.or.jp/tire/

理 事 長　日野口　智健

静岡県溶接工業協同組合
〒424-0847 静岡市清水区大坪1丁目5番15号
1054-347-3070 FAX054-347-3118
http://www.siz-sba.or.jp/yousetsu

理 事 長　梶本　忠恒

協同組合沼津卸商社センター
〒411-0912 駿東郡清水町卸団地203番地
1055-971-6500 FAX055-973-5754
http://www.numazu-oc.or.jp/

理 事 長　芹澤　明寛

清水港木材産業協同組合
〒424-0941 静岡市清水区富士見町8番15号
1054-353-3231 FAX054-353-1840
E-mail:soumu@mokusan.or.jp
http://www.mokusan.or.jp

理 事 長　杉山　陽一

清水港木材団地協同組合
〒424-0941 静岡市清水区富士見町8番15号

1054-353-3231 FAX054-353-1840

理 事 長　杉山　陽一

清水自動車整備協同組合
〒424-0045 静岡市清水区東大曲町6番20号

1054-366-4185 FAX054-364-8947

理 事 長　大島　武茂

清水地区建設事業協同組合
〒424-0114 静岡市清水区庵原町149の6
1054-364-4695 FAX054-364-3280
http://www.seiken.or.jp/

理 事 長　薩川　諭
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清水鉄工機械工業協同組合
〒424-0839 静岡市清水区入江岡町15番26号
1054-353-6341 FAX054-352-2741
http://www.siz-sba.or.jp/simic

理 事 長　青木　正已

日専連 静岡
協同組合静岡専門店会

〒420-0031 静岡市葵区呉服町2丁目7番地の26
1054-252-7188 FAX054-252-7210
http://www. nissenren-shizuoka.co.jp

理 事 長　長谷川　総一

協同組合環衛センター
〒422-8072 静岡市駿河区小黒1丁目6番10号

1054-286-7381 FAX054-286-7391

代表理事　堀江　龍一

赤帽静岡県軽自動車運送協同組合
本部　〒420-0812 静岡市葵区古庄１丁目10-8
1054-263-7363 FAX054-261-2567
西部配車センター
1053-426-0488 FAX054-261-2567
東部配車センター
1055-921-0121 FAX054-261-2567

代表理事　稲井　弘 http://shizuoka.akabou.jp

ペット専門斎場（葬儀・火葬・納骨・供養・祭祀）

企業組合 動物の森
〒421-1222 静岡市葵区産女987-1
1054-276-0550 FAX054-276-0555
年中無休・24時間電話受付
http://www.doubutsunomori.com

代表理事　小林　明美

Creative Cluster ISO 9001 認証取得

企業組合　針谷建築事務所
〒422-8072 静岡市駿河区小黒3丁目6番9号
1054-281-1155 FAX054-282-5502
http://www.siz-sba.or.jp/harigaya/

理 事 長　高田　雅司

中駿商工業協同組合
理 事 長　山田　隆照
本 　 店 /〒424-0814 静岡市清水区本郷町5番13号
1054-365-3456
静岡支店 /〒420-0837 静岡市葵区日出町1番地の5
1054-254-2670

日新協同組合
〒424-0926 静岡市清水区村松390

1054-336-1755 FAX054-336-1757

代表理事　植田　猪一郎

清水電気工事協同組合
〒424-0842 静岡市清水区春日2丁目5番12号

1054-353-6165 FAX054-353-6166

理 事 長　松本　高明

静岡機械金属工業団地協同組合
〒421-0106 静岡市駿河区北丸子1丁目31番70号
1054-259-8334 FAX054-259-8335
http://www.siz-sba.or.jp/mariko/

理 事 長　村田　保

山静コンクリートパイル協同組合
〒422-8062 静岡市駿河区稲川1丁目1-6

（フォレスト静岡駅前ビル201）
1054-285-77528 FAX054-285-7875

理 事 長　高橋　脩

静岡県朝日新聞販売協同組合
〒420-0853 静岡市葵区追手町7番1号

1054-251-2669 FAX054-254-8976

代表理事　望月　保延

静岡給食協同組合 お料理鞠子亭
〒421-0106 静岡市駿河区北丸子1丁目19番20号
1054-259-13418 FAX054-259-0152
http://www.shizukyu.jp

理 事 長　山　　純男

静岡県貨物運送協同組合
〒420-0822 静岡市葵区宮前町24番地の2
1054-261-9141 FAX054-261-2805
http://www.siz-sba.or.jp/shizuka

理 事 長　杉山　節雄
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静岡県砕石業協同組合
〒420-0004 静岡市葵区末広町110番地　和光第2ビル内

1054-271-2618 FAX054-271-2621

代表理事　後藤　裕史

静岡県コンクリート圧送工業組合
〒420-0859 静岡市葵区栄町5番地の1（レジデンス太光602号）
1054-254-2977 FAX054-273-3261
E-mail:shizuken-asso@iris.ocn.ne.jp

理 事 長　佐藤　孝

静岡県クレーン建設工業組合
〒422-8067 静岡市駿河区南町2番23号（コーポマックス6-E）

1054-285-4101 FAX054-284-2754

理 事 長　青島　育男

17.8（℃）
富士山頂での最高気温

昭和１７（１９４２）年８月１３日に記録された
１７.８℃。これが統計を取り始めた１９３２年以降、
富士山頂で観測された最高気温。これに次ぐの
が翌１４日の１７.０℃。山頂で１７℃以上を記録した
のは、８０年近くでこの２回だけだ。
一方、最低気温は氷点下３８.０℃（昭和５６

（１９８１）年２月２７日）。明治３５（１９０２）年１月２５
日に北海道旭川で観測された国内最低気温であ
る氷点下４１.０℃には及ばなかった。
なお、山頂の年間平均気温は氷点下６.４℃

（１９７１年～２０００年）。南極・昭和基地の年間平均
気温は氷点下１０.５℃だから、その差は３℃あま
り。だが厳冬期に限ってみれば、富士山頂の１月
の平均気温氷点下１８.５℃に対し、昭和基地の冬
季（８月）の平均気温は氷点下１９.６℃とわずか
１℃の違いとなる。
加えて富士山頂の年間平均風速が１１.４ｍ/秒で

あるのに対し、昭和基地では６.５ｍ/秒。
富士山頂は、南極に匹敵する過酷な気象条件、

といえるかもしれない。
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静岡県自動車整備商工組合
〒422-8004 静岡市駿河区国吉田2丁目4番47号

1054-263-1161

理 事 長　神田　勝史

静岡県室内装飾事業協同組合
〒422-8063 静岡市駿河区馬渕3丁目16番7号
1054-282-7792 FAX054-282-2646
http://www.siu.or.jp

理 事 長　村上　達雄

静岡県自動車車体整備協同組合
〒422-8001 静岡市駿河区中吉田10-36
1054-261-1799 FAX054-263-6239
http://www.siz-sba.or.jp/s-shatai/

理 事 長　平松　吉祝

16（回）
記録に残る富士山の噴火回数

富士山は、れっきとした火山（円錐状成層火
山）で、記録に残る噴火は１６回（前後）に上る。
記録上、最も古いのは７８１（天応元）年の噴火。

「続日本記」に噴火と降灰の記録がある。
平安時代には、活発な火山活動を繰り返し、

１０８３（永保３）年までの約３００年間に７回の噴火
がみとめられたが、以降は沈静化。現在までの約
１０００年間に４回と落ち着きをみせている。
１６回の噴火の中で、「延暦の噴火」（８００～８０２
年）、「貞観の噴火」（８６４～８６６年）、「宝永の噴火」
（１７０７年）が三大噴火として知られる。
「延暦の噴火」は、山頂などから激しい爆発と
溶岩の流出があった。
有史以来、最大規模の噴火とされるのが「貞観

の噴火」。青木ヶ原溶岩が流出して富士五湖のう
ち本栖湖、精進湖、西湖がほぼ現在の形となった。
「宝永の噴火」は、宝永四（１７０７）年１２月１６日
から翌年１月１日までの１７日間断続的に続き、
噴煙柱は、江戸や長野県下伊那郡、名古屋でも見
えたという。噴火の名残は、宝永火口と宝永山に
見られる。
この「宝永の噴火」を最後に富士山は、３００年

以上の眠りについている
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静岡県商工協同組合
〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1

1054-254-1511

理 事 長　望月　浩

静岡県石油業協同組合
〒422-8052 静岡市駿河区緑が丘町1番3号
1054-282-4337 FAX054-286-6598
http://www.shizuseki.com

理 事 長　入谷　孝裕

静岡県砂利工業組合
〒420-0037 静岡市葵区人宿町2丁目1番地の3

1054-254-64958 FAX054-254-6496

理 事 長　大塚　忠

静岡県中古自動車販売商工組合
〒420-0905 静岡市葵区南沼上1859-2
1054-263-6161 FAX054-264-0160
http://www.ju-shizuoka.jp/

理 事 長　澤田　稔

静岡県ソフトウェア事業協同組合
〒420-0852 静岡市葵区紺屋町11番地の17 http://ssanet.jp/
事務局：〒422-8055 静岡市駿河区寿町6-34
1054-289-2210 FAX054-289-2209

代表理事　村松　克己

静岡県茶商工業協同組合
〒420-0005 静岡市葵区北番町81番地　県茶業会館3階
1054-254-2518 FAX054-254-8996
http://www.siz-sba.or.jp/kencha/

理 事 長　鈴木　毅志

静岡県中小企業労務改善団体連合会
〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1

（静岡県中小企業団体中央会内）
1054-254-1511 FAX054-255-0673

会 　 長　梅原　秀夫

静岡県中部建設業協同組合
〒422-8027 静岡市駿河区豊田3丁目5番48号レジデンスKFC1階
1054-282-36688 FAX054-282-3628
http://www.siz-sba.or.jp/chuken/

代表理事　尾坂　昇

静岡県中部質屋協同組合
〒420-0037 静岡市葵区人宿町一丁目4番地の4

1054-252-6313 FAX054-272-4005

代表理事　祐宗　正好

静岡県漬物協同組合連合会
〒420-0835 静岡市葵区横田町3番19号（青果ビル2階）
1054-251-3916 FAX054-251-3915
http://www.shizuoka-tukemono.com/

会　　長　野桜　雅敏

静岡県中部生コンクリート協同組合
〒422-8006 静岡市駿河区曲金6丁目2番45号

1054-288-5544 FAX054-288-5725

理 事 長　鈴木　勝巳

静岡県電気工事工業組合
〒422-8056 静岡市駿河区津島町12番27号
1054-288-1250 FAX054-288-1252
http://www.shizukendenko.org/

理 事 長　原口　勉

静岡県鐵構工業協同組合
〒420-0858 静岡市葵区伝馬町16番3号 シルクスクエア2号館2F

1054-275-3001 FAX054-275-3007

理 事 長　松尾　浩亘

静岡県電機商業組合
〒422-8061 静岡市駿河区森下町1-30（サンコウビル3Ａ）
1054-281-9865 FAX054-284-5651
理事長代行 石井　勝治
http://www.densyoso.com
副理事長 大村謙次 加藤好男
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静岡電気工業協同組合
〒422-8056 静岡市駿河区津島町12番27号
1054-281-9181 FAX054-202-8350
http://www.denki-shizuoka.com

理 事 長　小笠原　正基

静岡県プロパンガス商工組合
〒420-0064 静岡市葵区本通6丁目1番10号

（静岡県プロパン会館3階）
1054-255-2451 FAX054-255-2474

理 事 長　中川　精二

静岡県遊技業協同組合
〒422-8043 静岡市駿河区中田本町17-22
1054-289-00338 FAX054-289-0130

理 事 長　佐原　英雄
役員一同

静岡県塗装看板業協同組合
〒420-0033 静岡市葵区昭和町3番1号 静岡昭和町ビル

1054-273-1913 FAX054-273-2344

代表理事　小林　力

静岡県生コンクリート工業組合
〒422-8006 静岡市駿河区曲金6-2-45

1054-287-5066 FAX054-280-5305

理 事 長　加藤　英雄

静岡県流通事業協同組合
〒422-8067 静岡市駿河区南町1番1号

1054-283-1908 FAX054-284-7891

理 事 長　 橋　一義

静岡製本業協同組合
〒421-2114 静岡市葵区安倍口新田505
1054-296-3144 FAX054-296-3144
E-mail:moriyoshiseihon@cy.tnc.ne.jp

代表理事　森　雅弘

静岡市ホテル旅館協同組合
〒420-0852 静岡市葵区紺屋町4-10
1054-253-1165 FAX054-251-5863
http://www.shr.or.jp

理 事 長　竹内　輝

静岡青果物商業協同組合
〒420-0922 静岡市葵区流通センター1番1号

1054-263-34418 FAX054-265-5250

理 事 長　秋山　禎男

静岡雛具人形協同組合
〒420-0064 静岡市葵区本通7丁目2の10

1054-252-6666 FAX054-252-6684

理 事 長　望月　篤

静岡市水道局指定工事店協同組合
〒420-0803 静岡市葵区千代田5丁目13番12号

1054-247-3131 FAX054-247-7104

理 事 長　伊藤　哲

静岡市水産物商業協同組合
〒420-0922 静岡市葵区流通センター1番1号
1054-263-3451㈹　FAX054-263-2559
清水支所
〒424-0037 静岡市清水区袖師西浜1575番67号
1054-364-3475 FAX054-364-3895

理 事 長　小池　保之

静岡地理情報システム協同組合
〒420-0858 静岡市葵区伝馬町22-2

1054-221-5033

理 事 長　藤山　義修

静岡仏壇卸商工業協同組合
〒420-0042 静岡市葵区駒形通5丁目2番7号
1054-255-9126 FAX054-251-4725
http://www4.tokai.or.jp/s-butudankumiai/

代表理事　志村 幹彦
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新日アスファルト防水事業協同組合
〒420-0852 静岡市葵区紺屋町4番8号

1054-273-3078 FAX054-273-3140

代表理事　生井　芳勝

商店街振興組合静岡呉服町名店街
〒420-0031 静岡市葵区呉服町2丁目2番地　呉服町ビル3F
1054-255-8039 FAX054-252-5538
http://www.gofukucho.or.jp/
E-mail:webmaster@gofukucho.or.jp

理 事 長　川辺　哲

永田エキスパート協同組合
〒421-0106 静岡市駿河区北丸子1-31-50

1054-259-4157 FAX054-258-2016

理 事 長　松永　育治

8（市町）
全国の「富士」がつく自治体（市町）数

「富士」が付く市町（自治体）は、全国で８市町
（２０１０年３月末）。
うち北海道の利尻郡利尻富士町を除く７市町

（富士宮市、富士市（静岡県）、富士見市（埼玉県）、
富士吉田市、南巨摩郡富士川町、南都留郡富士河
口湖町（山梨県）、諏訪郡富士見町（長野県））は、
富士山を仰ぎ見ることができる場所にある。
霊峰富士の名を冠する自治体は８市町と少な

めだが、全国各地には「富士」と名のつく山＝郷
土富士（おらが富士）が多数ある。
北は北海道の「蝦夷富士」や「利尻富士」から、

南の「薩摩富士」（鹿児島県）、「本部富士」（沖縄
県）までその数３２１（富士市HPによる）。
兵庫県には２０を超える「富士」があり、静岡県

にも「本家」富士山以外に１０の郷土富士がある
という具合だ。
さらにアメリカ・ワシントン州のレーニア山

（標高４３９２ｍ）は、長く裾野を引く姿が富士を連
想させるため、この地に移民した日系人たちか
ら、「タコマ富士」と呼ばれるなど、国外にも「富
士」を冠する山が多く存在する。
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日産フォークリフト静岡販売株式会社
〒422-8027 静岡市駿河区豊田1丁目1-7
1054-282-2323 FAX054-285-4421
http://www.nissanlift-shizuoka.co.jp

代表取締役社長坂田　至弘

ナノブロッカー協同組合
〒420-0813 静岡市葵区長沼3丁目8-29
1054-263-3722 FAX054-263-3722
http://www.siz-sba.or.jp/nanoblocker/

理 事 長　福本　英司

協同組合オーエフジー
〒421-0214 焼津市中島1270番地
1054-622-0489 FAX054-622-0917
E-mail:ofg1270@coda.ocn.ne.jp

代表理事　築地　宗敏

3776（ｍ）
富士山の標高

いわずと知れた富士山の高さ（正確には
３７７５.６３ｍ・剣が峰近くの二等三角点の測定結
果）だが、この数字に落ち着くまでには数々の値
が登場している。
１８１１年ころ伊能忠敬が象限儀（測量機器）により
３９２７.７ｍという値を弾いたのを皮切りに、３７９３ｍ
（１８２３年・シーボルト）、４３２１ｍ（１８６０年・ロビン
ソン）、３２６６ｍ（１８７２年・ウイリアム）など、３２００ｍ
台から４３００ｍ台までその差１０００ｍにも及ぶ数々
の富士山の高さが生まれた。
三角測量の最初は、明治２０年陸軍参謀本部

によるもので、富士山剣ケ峰の標高を３７７８ｍと
求めた。この値は大正１５年に改測されるまで約
４０年間使用された。
現在の標高に落ち着いたのは昭和３７年。
国土地理院が風雨などの影響で露出した「富士

山」三角点標石を低下改埋した際に標高３７７５.６３ｍ
とした。
なお、剣が峰の最高点の標高は、平成３年の国

土地理院の測量によると３７７６.２４ｍとなっている。

しょうげん ぎ
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静岡県志太榛原生コンクリート協同組合
〒426-0044 藤枝市大東町字南1042番地の5

1054-636-0250 FAX054-636-0496

理 事 長　増田　政義

静岡県重機建設業工業組合
〒426-0007 藤枝市潮105番地の5
1054-647-3231 FAX054-644-2649
http://www.s-juki.org/  E-mail:semc@s-juki.org

理 事 長　梅原　秀夫

静岡家具工業団地協同組合
〒426-0009 藤枝市八幡508番地の2
1054-641-2087 FAX054-644-6601
http://www.kagudanchi.or.jp

代表理事　一色　伸一

藤枝建装協同組合
〒426-0021 藤枝市城南1-5-7

1054-644-1919 FAX054-644-1919

理 事 長　岡本　富治

企業組合よりみち
〒437-1621 御前崎市御前崎2947番地の7

10548-63-5359 FAX0548-63-5359

代表理事　黒川　喜美子

協同組合焼津水産加工センター
〒425-0065 焼津市惣右衛門1280番地の2
1054-624-2111 FAX054-623-3834
http://www.yaizufpc.or.jp

代表理事　村松　憲行

協同組合焼津さかなセンター
〒425-0091 焼津市八楠4丁目13番地の7
1054-627-3211 FAX054-627-4423
E-mail:osakana@theia.ocn.ne.jp

理 事 長　服部　幸夫

協同組合島田計器部品センター
〒427-0024 島田市横井1-5356-7

10547-35-4011 FAX0547-35-4304

理 事 長　山梨　昭次

静岡県情報化サポート事業協同組合
〒421-0303 榛原郡吉田町片岡2021の6
10548-34-5670 FAX0548-34-3151
http://www.sis-or.jp

理 事 長　河守　俊行

日本一清楚な温泉保養地をめざして

寸又峡美女づくりの湯観光事業協同組合
〒428-0411 榛原郡川根本町千頭270番地の3
10547-59-1011 FAX0547-59-1012

理 事 長　望月　孝之

静岡県桜海老加工組合連合会
〒421-0213 焼津市飯渕1960

1054-622-0453 FAX054-622-8424

会　　長　鈴木　忠男

静岡県菓子卸商業組合
〒426-0009 藤枝市八幡字宗高521-91大黒屋内

1054-641-5200 FAX054-644-4446

理 事 長　山口　敏雄

協同組合フジエダ・テクノタウン
〒426-0002 藤枝市横内2250番地

1054-644-5623 FAX054-644-5623

理 事 長　青木　勝幸

大井川上流骨材開発協同組合
〒427-0047 島田市中溝町1651-19

10547-37-6268 FAX0547-37-7907

理 事 長　加藤　透
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遠州産業販売事業協同組合
〒431-3124 浜松市東区半田山5丁目3-14
1053-489-7888 FAX053-489-7789
http:// www.enshu-hanbai.jp

理 事 長　山本　和幸

協同組合ガスエアコン静岡サービスネット
〒435-0042 浜松市東区篠ヶ瀬町1369番地
1053-465-0024 FAX053-465-0025
http:// www.siz-sba.or.jp/gas_net

理 事 長　辻村　勝

協同組合テクノランド細江
〒431-1304 浜松市北区細江町中川7000-1
1053-523-2555 FAX053-523-2666
http:// www.siz-sba.or.jp/tlhhosoe/

理 事 長　山本　純夫

協同組合都田テクノパーク
〒431-2103 浜松市北区新都田1-2-11
1053-484-1250 FAX053-428-4870
http:// www.siz-sba.or.jp/miria

代表理事　松下　浩二郎

協同組合浜松卸商センター
〒432-8055 浜松市南区卸本町37番地
1053-441-0851 FAX053-442-2038
http:// www.siz-sba.or.jp/orodan/

理 事 長　吉田　治郎七

協同組合浜松技術工業団地
〒432-8006 浜松市西区大久保町1347-5
1053-485-5110 FAX053-485-5160
E-mail:h.technological-park@smile.ocn.ne.jp
http://hamamatsu-tp.com/

理 事 長　山内　致雄

静岡共済協同組合
本部　〒430-0911 浜松市中区新津町610
1053-465-5391
支部　〒427-0025 島田市大井町2279-2
10547-36-1198

代表理事　長島　文雄

磐田さぎさか工業団地協同組合
〒438-0004 磐田市匂坂中1600-1
10538-38-1136 FAX0538-38-2470
http://www.iwata-sagisaka.jp/

理 事 長　芝原　利一

袋井地区建設事業協同組合
〒437-0024 袋井市三門町11-12
10538-44-1766 FAX0538-42-4330
http://www.fukuroi-kenkyo.or.jp/

理 事 長　鈴木　俊光

福田工業団地協同組合
〒437-1213 磐田市塩新田浜野494-1

10538-58-1722 FAX0538-58-0227

理 事 長　上田　一誠

静岡県西部商工協同組合
〒430-0929 浜松市中区中央一丁目17番19号

1053-453-2195

理 事 長　前田　米藏

ツルミオートパーツ協同組合
〒430-0807 浜松市南区鶴見町2731番地の5
1053-422-5851 FAX053-422-5456
E-mail:turumi-ap@yr.tnc.ne.jp

代表理事　青山　修一

日本超硬刃物協同組合
〒435-0013 浜松市東区天龍川町545番地の15
1053-421-2088 FAX053-421-2089
http://www.siz-sba.or.jp/jtc

理 事 長　大澄　信行

掛川工業団地協同組合
〒436-0043 掛川市大池2798番地の11

10537-22-0930 FAX0537-22-0930

理 事 長　藤田　欣作
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浜松織物卸商協同組合
〒430-0919 浜松市中区野口町247番地
1053-460-1996 FAX053-460-1994
http://www.siz-sba.or.jp/orisyou/

理 事 長　小栗　俊彦

浜松上下水道協同組合
〒430-0912 浜松市中区茄子町3番地の2
1053-463-9813 FAX053-465-4666
http://aqua-h.net/ E-mail:hq@aqua-h.net

理 事 長　三輪　容次郎

浜松総合コンサルタント事業協同組合
〒430-0946 浜松市中区元城町113番地の15

1053-452-3476 FAX053-455-0384

理 事 長　内山　隆司

292,058（人）
平成21年度の富士山八合目以上の登山者数

国（環境省）では、平成１７年度から富士山の４
つの登山口（御殿場口、富士宮口、吉田口、須走
口）の各八合目付近に赤外線カウンターを設置し
山頂部への登山者数を調査している。
昨年度（平成２１年７月１日～８月３１日）のカ

ウント数は２９２,０５８人。天候不順などから、前年
度に比べて約１３,０００人の減少となった。
各登山道別の登山者数は、「吉田口」が

１６９,２１７人（前年度比－３,１５２人）と最も多く
全体の約５８％を占める。次いで「富士宮口」
（６７,５９０人・同＋３,５５６人）、「須走口」（４３,８６１
人・同－８,４６２人）、「御殿場口」（１１,３９０人・
同－５,２３４人）の順。「富士宮口登山道」以外は前
年度から減少した。
登山者数が最も多かった日は、８月２２日（土）

で、４登山道合計で約１１,０００人。このほか、
８月８日（土）、７月１９日（日）、８月１日（土）も
１０,０００人を超えた。
時間別の登山者数は、「吉田口」道では、１６時

～１７時と２３時～２４時の２つの時間帯でピークと
なるのに対し、「富士宮口」では、午前中に８合
目を通過する登山者が多いなど、登山口によっ
て異なっている。
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浜松地区建設事業協同組合
〒432-8022 浜松市中区山手町15番19号

1053-454-9012 FAX053-455-7970

理 事 長　伊藤　孝

浜松鉄工団地協同組合
〒430-0841 浜松市南区寺脇町706

1053-441-2956 FAX053-441-2957

理 事 長　鈴木　覺

浜松電気工事協同組合
〒432-8024 浜松市中区鴨江町24番地

1053-453-6251 FAX053-453-5838

理 事 長　藤田　義二

322（km）
最も遠くから富士山を見ることができる距離

富士山観測の権威、田代博氏（高校教諭）によ
ると、富士山が最も遠くから見える場所は、和歌
山県那智山の妙法山（標高７４９ｍ）。
富士山との直線距離は３２２ｋｍである。これに

福島県の阿武隈山地にある日山（標高１０５７ｍ）の
２９９ｋｍ、八丈島の八丈富士（標高８５４ｍ）の２６５ｋｍ
が続く。
方角別では、北の日山、南西の妙法山、南東の

八丈島のほか、真北が新潟・長野県境の苗場山
（１６５ｋｍ）、東は千葉県犬吠埼の銚子ポートタワー
（１９８ｋｍ）が遠くから見える場所だという。
逆に近くでも、富士五湖の西湖湖畔や甲府盆

地南部では、山々に遮られ見ることができない
地点もある。
なお、富士山を望むことができる都府県数は、

北から、福島、茨城、栃木、群馬、埼玉、千葉、
東京、神奈川、新潟、富山、石川、福井、山梨、
静岡、長野、岐阜、愛知、滋賀、三重、京都、奈
良、和歌山。実に２２都府県に及ぶというから驚
きだ。
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浜松ベジタブル加工協同組合
〒435-0026 浜松市南区金折町1764番地の1

1053-426-5030 FAX053-426-4811

代表理事　池田　規

企業組合浜名湖えるだークラブ
〒431-0431 湖西市鷲津332番地の8（湖西市商工会内）
1053-576-0637 FAX053-576-3981
http:// www.elderclub.jp/

代表理事　大塚　隆三

協同組合テクニカルパーク湖西
〒431-0443 湖西市山口630番地の1
1053-575-1608 FAX053-543-9233
E-mail:tpk@bz03.plala.or.jp

理 事 長　袴田　勝彦

天竜地区建設事業協同組合
〒431-3313 浜松市天竜区二俣町鹿島491番地の5

1053-926-1562 FAX053-925-6468

代表理事　長谷川　智彦

今年も「暑中見舞交換」にたくさんのお申込み
いただき、誠にありがとうございました。
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“まずは１割”ごみ削減
静岡県くらし・環境部環境局廃棄物リサイクル課

“まずは１割”ごみ削減
静岡県くらし・環境部環境局廃棄物リサイクル課

静岡県では、事業所の取組状況を調査していま
す。皆様が御存知の「わが社こそ」、「あの会社は」
を是非、御紹介ください。
静岡県くらし・環境部環境局廃棄物リサイクル課　

TEL 054-221-2137
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また、市の保健センターや福
祉総合相談課による“あい＆ゆ
うき健康フェア”も行われ、
「病院へ行くより気軽に相談が
できる」とたくさんの方がスト
レスチェックや運動力チェックを行っていました。

ほかにも“おかみさんの会”は、
皆さんの協力で集まった古着など
の販売をし、盲導犬育成のための
寄付活動も行っています。当日は
その寄付金贈呈と盲導犬によるデ
モンストレーションが行われ、訪
れた方や地元幼稚園児たちが盲導

犬の賢さ、忠実さに触れ、盲導犬を見かけたときの対
応などを学びました。
｢おかげさまで10周年を迎えることができました。
ありがとうございます。私たちはこの十六市に売上を
求めるのではなく、商店街の衰退を少しでも抑えるた
めに、商店街にもう一度活気を取り戻すために！と取
り組んでいます。そして、出店側もムリすることなく
参加は自由という形でやってきています。すべての人
が楽しめるそんな十六市をこれからも続けていきたい
と思っています」。（おかみさんの会会長佐野文代）
毎月16日は、富士宮駅前通り商店街の“駅前十六
市”にみなさん足をお運び下さい。

“駅前十六市”のはじまりは平成12年6月、商店街
をＰＲする“きてみてちょマップ”の発刊を記念して
行われた“きてみてちょカーニバル”。それから、富
士宮駅前通り商店街振興組合・おかみさんの会が中心
となり、名称を“駅前十六市”に変え毎月16日に開
催をし、今年6月で10周年を迎えました。
当日はあいにくの天候で、今にも雨がふりそうな蒸
し暑い陽気となりましたが、10時のスタート前から
商店街はお買い物やイベントを待ちきれないお客さん
で賑わっていました。
地元の野菜、手作りのお惣菜やパン、ご飯もの、も
ちろん富士宮やきそばのお店も並びます。どれも手頃
な値段ですが新鮮、おいしそうなものばかり。その中
に、一際目を引くものが…
「十六市限定 曽我漬あんぱん」
あんの中に増田屋の曽我漬が入
ったもので、甘さの中にピリッ
と辛味と塩気が、癖になること
間違いなしです！　　　　　　
お買い物だけではなく、商店
街で楽しく有意義な時間を過ご
してもらおうと、“体操トレーニング隊によるラジオ
体操”“地元幼稚園児によるソイヤ”“河部翔十六市ラ
イブ”“富士宮舞踊連盟による富士宮音頭”などたく
さんのイベントが行われました。

JR身延線　富士宮駅を出てすぐ
富士宮駅前道り商店街

富士宮駅前通り商店街振興組合
おかみさんの会　主催「駅前十六市」

静岡県レディース中央会だより静岡県レディース中央会だより

各地でご活躍の女性の方々へ！
静岡県レディース中央会の活動に参加してみませんか？

異業種、活動の場が違う仲間との交流は刺激になりますし、新たな発見もあります。
組合の女性部や、もちろん個人でも交流会などにご参加いただけますので、お気軽にお問合せ下さい。

静岡県中小企業団体中央会（TEL：054-254-1511） 情報企画課　小沼・押尾　まで
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平成22年度
「農商工連携人材育成塾」

開催のお知らせ

毎月勤労統計調査特別調査についてのお願い

中央会では、下記の内容で「農商工連携人材育

成塾」を開催します。組合員事業所などに、ご案

内いただきますよう、お願いします。

■農商工連携人材育成塾の目的

「農商工連携」とは、農林漁業者と商工業者がお互

いの「技術」や「ノウハウ」をもちよることによ

り、新しい商品やサービスの開発・提供などに取

り組むことです。

静岡県は長い歴史の中で培われた貴重な農林水産

物資源が豊富であり、商工業者の経営資源と連携

することで、付加価値の高い商品、消費者ニーズ

に対応した差別化商品の開発などが期待されます。

そこで、「農商工連携」を推進する核になる人材の

育成・確保を目的に、「農商工連携推進人材育成塾」

を開講します。

■募集対象

①農商工連携に取り組もうとする商工業者、農

林漁業者、新規就業者

②農商工連携を支援する者（支援機関等）

③農商工連携に興味がある方

④農商工連携を推進する上で必要と認められる方

■開講期間

平成22年9月上旬～11月下旬

■会　　場

静岡市内（B-nest、静岡県産業経済会館等）

■受 講 料 無料

■受講定員 20名（先着順）

■募集締切 平成22年8月末（予定）

■お問合せ

静岡県中小企業団体中央会　連携組織課

担当：平川

TEL：054-254-1511

e-mail：h-hirakawa@siz-sba.or.jp

※お問合せいただいた方には、追って詳細なカリ

キュラムなどをご案内します。

■申込み方法

相談が重ならないように予約制となっております

ので、事前に賃金相談申込書（下記URL）により

郵送又はFAXにてお申込みください。（相談内容等

のお問合せは上記の賃金室までお願いいたしま

す。）

■申込書

http://www.siz-sba.or.jp/info/chinginseido.pdf

厚生労働省では、本年7月31日現在で、常用労働

者を1人から4人雇用している事業所を対象に、毎

月勤労統計調査特別調査を実施します。

この調査は、1～4人規模事業所における賃金、

労働時間及び労働者数の動向を全国及び都道府県

別に明らかにするなどの目的をもつ大切な調査で

す。

調査対象となる事業所には、7月から9月にかけ

統計調査員が訪問し、調査票の内容をお聞きして

調査票を作成いたします。

調査票に書かれた事柄は、「統計法」により、厳

しく秘密が守られます。また、統計以外の目的に

用いられることは禁じられています。

ご多忙のこととは存じますが、調査へのご理解

とご協力をお願い申し上げます。

厚生労働省

静　岡　県

■集計結果や調査に関するお問合せは、

静岡県企画広報部情報統計局

〒420-8601 静岡市葵区追手町9-6

TEL：054-221-2246 FAX：054-221-3609

調査の結果は、インターネットでも御覧になれ

ます。

統計センターしずおか：

http://toukei.pref.shizuoka.jp/
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事業主・労働者のみなさんへ
賃金制度に関する相談の御案内

中小企業のための広報戦略

いくら優れたサービスでも、高品質の商品でも、

その存在を知らなければ利用してもらうことはで

きません。では、どうやって知ってもらうのでし

ょう？

お金をかけて広告を出すことも一つの方法です

が、お金をかけず、消費者の信頼が得られ、売上

向上に結び付けられる方法があります。それが広

報（PR）です。現在のような厳しい経済状態の中

でこそ、地道な広報（PR）活動が効果を発揮して

くれるはずです。

そこで本講座では、「広報（PR）とは何か」「ど

のような効果があるのか」「具体的にどのような活

動をするのか」等をお話し、広報（PR）の概要を

ご理解いただきます。

■対　象

・中小企業経営者

・中小企業のマーケティング担当者・広報担当者

■内　容

・広報（PR）とは

・広報（PR）の現状、広報（PR）と広告・宣伝

の違い、広報（PR）の効果

・情報をメディアに伝えるには、メディアとは

・ニュースリリースとは、ニュースリリース作

成のポイント、成功事例

・ニュースリリースの発信方法、発信後のフォ

ロー　など

■講　師

仲村明子氏（有限会社アネティ代表取締役）

■日　時

平成22年7月23日（金）18：30～20：30

■会　場

B-nest静岡市産学交流センター

6階プレゼンテーションルーム

■定　員　50名（先着）

■受講料　1,000円

※申込み受付後に案内をお送りいたします。受講

料は当日受付にてお支払いください。

■お申込み方法

下記URLの受講申込書に必要事項を記入の上、FAX

にてお送りください。またメールの場合は、件名

を「マーケティング支援講座2の申込み」とし、受

講申込書の項目を明記してお送りください。

■受講申込書

http://www.siz-sba.or.jp/info/b-nest.makething.2.pdf

■主催・お申込み・お問合せ先

B-nest静岡市産学交流センター

〒420-0857静岡市葵区御幸町3-21ぺガサート6･7階

TEL：054-275-1655 FAX：054-275-1656

HP：http://www.b-nest.jp/

E-mail：info@b-nest.jp

静岡労働局では、賃金・退職金制度等について、

賃金相談員が無料で御相談に応じております。

■相談の内容例

①賃金表の作り方と運用方法

②業績給と職務給

③中途採用者の処遇

④人事考課制度

⑤諸手当

⑥賃金制度の整備

⑦その他賃金関係統計資料など

■相談日（平成22年度）

原則として毎週火曜日（祝祭日を除く）

午前9時～午後5時

■申込・相談場所

静岡労働局　労働基準部　賃金室

静岡市葵区追手町9番50号

（静岡地方合同庁舎3階）

TEL：054-254-6315 FAX：054-221-7038
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企業の環境への取り組みから

当会は中央会の環境への対応組織として昭和48
年に静岡県産業公害防止協会として設立後、昭和
57年に現在の社団法人静岡県環境資源協会へと名
称変更をしています。
会の名称変更にあるとおり、企業の環境への取

り組みは「公害」から始まり、2度にわたる石油
ショックによる「省エネルギー対策」と移り、私
が入会した頃には1992年にリオ・デ・ジャネイ
ロで地球サミットが開かれるなど「気候変動」、
「生物多様性」などに移ってきています。
また、環境という言葉はいろいろなところで使

われ、汚水の処理も環境の分野ですし、森林の保
全、廃棄物の適正処理も環境の分野として位置づ
けられ、幅広いものとなっています。

環境という広い分野の中で、企業の環境の取り
組みが大きく「公害」から「地球温暖化対策」に
移っていく中で、企業においては環境マネジメン
トへの取り組みが重要な位置を占めてきています。
現在、会の仕事として環境省が策定した環境マ

ネジメントシステムの「エコアクション21」を推
進しています。スタートした当初には、取得する
企業さんの中には地球環境のために取り組むとい
う声を多く聞きましたが、ここ2年ほどは取得を
目指す目的として、商取引上で必要、入札の関係
で必要なので取得を目指すという方がほとんどに
なっています。
これは当然のことで企業は利益を追求すること

で存在することができるわけです。

「地球温暖化対策」が必要なことは理解していて
も、やはり経営上メリットが無いことには取り組
みを躊躇されるかたが多く見られます。
しかし、メリットが無いというのは間違いであ

り、現在の社会においては環境への取り組みは必
須であり、企業の存続には必要なものだと思って
います。環境と経営を上手に連携していく企業が
社会として求められている感じがします。

環境マネジメントに取り組む多くの企業を見て
いる中で、認証が取得できればいいと考える企業
とせっかく取り組むのだから前向きに全社員一丸
となって取り組みを進める企業があります。
もちろん、取得により商取引や入札でのメリッ

トを受けるわけですが、前向きに取り組んでいる
企業では、取り組みにより社員の団結力が強くな
り業績向上に寄与したり、エコドライブに真剣に
取り組むことでガソリン代の削減（1台、1ヶ月
5000円の削減でも20台所有していれば年間120
万円）につながった企業を多く知っています。
そのため、環境に取り組む企業には社員一丸と

なって、前向きに取り組むことをお話しています。
また、次の世代に負の遺産を残さないためにも、
個人としても、企業としても環境に取り組むこと
は必須です。
多くの企業での取り組みが広がり、環境と経営

が連携し、企業の利益拡大と、より良い環境が次
の世代に引き継がれていくことがこれから重要だ
と感じています。

(環境資源協会　井上)

環境への取り組みの移り変わり

環境と経営の連携

環境活動への前向きな取り組み
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伊豆高原ペンション協同組合

青春の思い出積る
～伊豆高原～

く み あ い 百 景

こ
の
大
室
山
を
取
り
囲
む
よ
う
に
、

伊
東
市
中
心
部
を
含
め
当
地
区
に
は
、

大
小
一
〇
〇
を
超
え
る
宿
泊
施
設
が
あ

る
。
そ
の
中
で
も
、
家
庭
的
な
お
も
て

な
し
と
低
価
格
、
そ
れ
に
何
と
い
っ
て

も
オ
ー
ナ
ー
の
個
性
や
趣
味
を
活
か
し

た
様
々
な
サ
ー
ビ
ス
で
宿
泊
客
に
人
気

な
の
が

ペ
ン
シ
ョ
ン

で
あ
る
。

伊
豆
高
原
に
あ
る
三
三
の
ペ
ン
シ
ョ

ン
で
構
成
さ
れ
る
の
が
当
組
合
だ
。

創
立
は
平
成
四
年
、
前
身
で
あ
る
任

意
組
織
か
ら
数
え
る
と
二
〇
年
を
超
え

る
歴
史
を
持
つ
。
し
か
し
、
今
日
に
至

る
ま
で
に
は
、
数
多
く
の
苦
難
を
乗
り

越
え
て
き
た
。
特
に
、
度
々
発
生
す
る

伊
豆
沖
の
群
発
地
震
で
は
宿
泊
客
の
急

激
な
落
ち
込
み
に
遭
っ
た
。
だ
が
組
合

は
、
そ
の
苦
労
を
バ
ネ
に
、
一
致
団
結

し
て
伊
豆
高
原
の
素
晴
ら
し
さ
、
ペ
ン

シ
ョ
ン
の
魅
力
を
広
く
Ｐ
Ｒ
し
、
宿
泊

客
の
獲
得
に
努
め
て
き
た
。

そ
の
大
き
な
成
果
が
、
現
在
組
合
の

主
力
事
業
と
な
っ
て
い
る
教
育
旅
行

【
体
験
学
習
を
取
り
入
れ
た
修
学
旅
行
】

の
共
同
受
入
で
あ
る
。

平
成
八
年
、
長
引
く
観
光
不
況
を
ど

う
に
か
乗
り
越
え
よ
う
と
始
め
た
当
事

業
は
、
地
道
な
営
業
と
、
他
に
は
な
い

多
種
多
様
な
体
験
メ
ニ
ュ
ー
が
評
判
を

“

”

数
あ
る
伊
豆
の
観
光
地
の
中
で
、
東

伊
豆
の
観
光
名
所
と
言
え
ば
伊
豆
高
原

を
挙
げ
る
方
は
少
な
く
な
い
だ
ろ
う
。

伊
豆
の
瞳
と
呼
ば
れ
る

一
碧
湖

、

雄
大
な
リ
ア
ス
式
海
岸

城
ヶ
崎

。

海
あ
り
山
あ
り
湖
あ
り
。
四
季
折
々
の

素
晴
ら
し
い
景
観
に
加
え
、
美
術
館
を

は
じ
め
多
く
の
文
化
・
娯
楽
施
設
が
充

実
す
る
伊
豆
高
原
は
、
訪
れ
る
度
に
新

し
い
発
見
や
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
。

伊
豆
高
原
の
シ
ン
ボ
ル
と
い
え
ば

山
焼
き
で
有
名
な
大
室
山
。
約
三
七
〇

〇
年
前
の
火
山
で
、
標
高
五
八
一

、

噴
火
の
際
に
降
り
積
も
っ
た
黒
色
の
軽

石
（
ス
コ
リ
ア
）
で
形
成
さ
れ
ス
コ
リ

ア
丘
と
も
呼
ば
れ
る
。
こ
の
大
室
山
は

こ
の
度
、
ス
コ
リ
ア
丘
と
し
て
初
め
て

史
跡
名
勝
天
然
記
念
物
に
推
選
さ
れ

た
。
今
後
、
さ
ら
に
注
目
度
は
増
す
だ

ろ
う
。

“

”

“

”

呼
び
、順
調
に
実
績
を
伸
ば
し
て
き
た
。

平
成
二
一
年
度
は
、
中
京
圏
の
中
学
生

を
中
心
に
三
八
校
を
受
け
入
れ
、
宿
泊

生
徒
数
は
約
七
〇
〇
〇
人
に
上
っ
た
。

伊
豆
の
自
然
を
満
喫
で
き
る
シ
ュ
ノ

ー
ケ
リ
ン
グ
、
パ
ラ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
ツ

リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
等
と
い
っ
た
体
験

学
習
を
は
じ
め
、
地
元
の
水
産
業
者
の

協
力
を
得
て
、
ひ
も
の
作
り
体
験
ま
で

行
う
こ
と
が
で
き
る
。
ま
た
、
夕
食
後
、

生
徒
と
オ
ー
ナ
ー
が
語
り
あ
う
「
ふ
れ

あ
い
タ
イ
ム
」
は
ま
さ
に
ペ
ン
シ
ョ
ン

な
ら
で
は
の
ひ
と
時
で
あ
る
。

「
親
と
子
、
先
生
と
生
徒
と
い
う
関

係
以
外
の
大
人
と
話
を
す
る
と
い
う
の

が
、
生
徒
に
は
新
鮮
で
良
い
思
い
出
に

な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。
最
近
の
子
供

は
大
人
し
く
て
何
を
考
え
て
い
る
か
わ

か
ら
な
い
と
言
わ
れ
ま
す
が
、
話
を
し

て
み
る
と
私
の
学
生
の
頃
と
そ
ん
な
に

変
わ
っ
て
な
い
で
す
よ
」。
温
か
い
笑

顔
が
印
象
的
な
利
渉
り
し
ょ
う

輝
雄
理
事
長
は
、

生
徒
達
の
良
い
兄
貴
分
と
い
っ
た
感
じ

だ
。
自
立
心
が
養
わ
れ
、
生
徒
の
和
が

深
ま
る
と
先
生
か
ら
の
評
判
も
と
て
も

良
い
。

「
組
合
の
モ
ッ
ト
ー
は
安
心
・
安
全

で
す
。
事
前
に
生
徒
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

を
把
握
す
る
な
ど
細
や
か
な
配
慮
も
怠

り
ま
せ
ん
。
数
年
後
、
家
族
や
友
人
、

恋
人
と
再
び
伊
豆
に
私
達
を
訪
ね
て
く

れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
こ
れ
が
何
事

「
伊
豆
高
原
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
！
」

修
学
旅
行
の
思
い
出
は
…

伊
豆
高
原

住　所 〒413-0235
伊東市大室高原8-315

理事長 利渉輝雄
組合員 33人
設　立 平成4年4月6日
T E L 0557-51-1161
F A X 0557-51-0448
U R L http://www.izu-pension.com/index.html

▲「高原にいらっしゃい」というＴＶドラマを思
い出す方も…高原にはペンションがよく似合う
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客
の
誘
致
で
あ
る
。
最
近
で
は
、
行
政

も
力
を
入
れ
て
お
り
、
伊
豆
方
面
に
向

か
う
道
路
標
識
に
は
、
中
国
語
や
韓
国

語
が
目
立
つ
よ
う
に
な
っ
た
。

「
実
際
に
、
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
の
宿

泊
客
が
増
え
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ

と
ば
は
も
と
よ
り
生
活
習
慣
や
国
民
性

な
ど
、
ま
だ
ま
だ
勉
強
不
足
。
受
け
入

れ
体
制
を
一
日
で
も
早
く
整
え
な
け
れ

ば
と
考
え
て
い
ま
す
」。

組
合
で
は
、
研
修
会
を
開
催
し
、
外

国
語
で
の
日
常
会
話
を
学
ぶ
な
ど
、
相

手
国
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
る
。ま
た
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
外
国
語
対
応
な
ど
も

指
導
し
て
い
る
。

理
事
長
は
じ
め
組
合
員
の
真
剣
な
眼

差
し
を
見
て
い
る
と
、
海
外
か
ら
の
修

学
旅
行
生
を
受
け
入
れ
る
日
も
、
そ
う

遠
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。

に
も
代
え
難
い
喜
び
で
す
」。

生
徒
を
見
送
る
際
に
は
、
自
然
に
抱

擁
や
ハ
イ
タ
ッ
チ
が
交
わ
さ
れ
る
…
寂

し
さ
と
充
実
感
を
感
じ
る
瞬
間
で
あ
る
。

組
合
で
は
、
教
育
旅
行
の
共
同
受
入

の
他
に
、
地
元
の
観
光
団
体
や
事
業
者

団
体
と
協
力
し
て
地
域
を
盛
り
上
げ
る

活
動
も
活
発
に
行
っ
て
い
る
。
組
合
女

性
部
が
中
心
と
な
っ
た
道
路
沿
い
の
花

壇
づ
く
り
や
、
周
辺
地
域
の
観
光
マ
ッ

プ
づ
く
り
な
ど
も
そ
の
一
つ
だ
。

し
か
し
、
景
気
の
低
迷
や
生
活
様
式

の
変
化
に
よ
り
、
観
光
産
業
は
近
年
さ

ら
に
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。
今
後
、
高

速
道
路
の
無
料
化
な
ど
が
、
苦
境
に
拍

車
を
か
け
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い

る
。
そ
こ
で
、
打
開
策
と
し
て
大
き
な

期
待
を
寄
せ
て
い
る
の
が
、
富
士
山
静

岡
空
港
の
開
港
を
契
機
と
し
た
外
国
人

組合活性化情報

静岡県では、県民生活センター等の県下４か所に労働相談窓口を設け、労働に関する問題について労
使双方から幅広く相談に応じています（面接・電話・電子メール）。

こ
れ
か
ら
の
伊
豆
、
こ
れ
か
ら
の
組
合

▲修学旅行生の受け入れ最終日に行われる「退村式」。
そこかしこで、抱擁やハイタッチが交わされる

▲利渉理事長（前列左から3人目）を囲み、組合員が
おそろいのスタッフジャンパーを着て

労働問題の相談は、最寄りの県民生活センターへ

相談窓口 住　　所 受付時間等
賀茂県民相談室 下田市中531-1 下田総合庁舎2階
東部県民生活センター 沼津市大手町1-1-3 沼津商連会館ビル2階
中部県民生活センター 静岡市駿河区南町14-1 水の森ビル3階
西部県民生活センター 浜松市中区鍛冶町100-1 ザザシティ浜松中央館5階

・窓口受付時間／9：00～16：00
・土、日、国民の祝日等休日、
年末年始（12月29日～1月3日）
はお休みです。

☆相談内容

労働条件に関すること 解雇、賃金不払、退職金、労働時間など
雇用に関すること 定年制、退職強要、配置転換など
勤労者福祉に関すること 労働保険、退職金共済制度、福利厚生など
労働組合に関すること 労働組合の結成、活動、労働協約、不当労働行為など
その他 職業能力開発、職場の人間関係など

電話による相談は、通話料着信者払いサービスのフリーアクセス　0120-9-39610（サンキューロードー）をご
利用ください。なお、携帯電話、IP電話等からはフリーアクセスの電話が利用できませんので、
（東部）055-951-9144、（中部）054-286-3208、（西部）053-452-0144のいずれか最寄りのセンターまでおかけください。

☆電話相談

☆その他
弁護士労働相談、メール労働相談、個別的労使紛争のあっせんも行っております。お気軽に御連絡ください。
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読者プラザ 

まだまだ大変な時期が続いております。

よく、｢こんな時代だから…｣という声を耳にします

が、あきらめじっと待っているだけでは楽しくない

ですし、成長もないと思います。

こんな時代だからこそ、積極的に異業種間の交流

を深め、同業同士とは違う目線（お客様目線）から

の意見を多く取り入れ発展させていかなければいけ

ないのではないでしょうか。今がその良い機会で

す。

今年度、私が会長を務める西部青年中央会では、

｢輪－人と人のつながりを大切に－｣をメインテーマ

に掲げ、異業種交流を促進し、会の活動が自社の経

営資源となり、自身が信頼される経済人になるべく

様々な活動を展開していく考えです。

自分が今、そしてこの先どの様にしていきたいか

をよく考え、実行し、楽しみながら共に成長する、

そんな場に青年中央会をしていきたいと思います。

輪　―人と人の
つながりを大切に―
静岡県西部青年中央会

会長牧野充秀
牧野運送有限会社

●発行人／静岡県中小企業団体中央会 〒420-0853 静岡市葵区追手町44-1 TEL／054-254-1511 FAX／054-255-0673

東部事務所 〒410-0881 沼津市八幡町7番1号 TEL／055-963-4511 FAX／055-963-8307

西部事務所 〒430-0929 浜松市中区中央1丁目17-19 TEL／053-453-2195 FAX／053-453-2198
●中央会ホームページ http://www.siz-sba.or.jp/ ●E-mailアドレス joho-kikaku@siz-sba.or.jp
皆様のご意見をお待ちしております。（TEL、FAX等でもお受け致します。）

中小企業静岡
7月号（通巻680号）

新設組合紹介 

沼津港の東側に位置する漁港地区は、港で水揚

げされた新鮮な魚介類を食材とする飲食店や土産

物店が軒を連ね、多くの観光客で賑わう商業集積

である。

その商業者らが任意組織を立ち上げたのは平成

10年。以来、共同宣伝や水産祭りなどのイベント

事業を展開し、港湾地区のＰＲや各店舗への集客

に努めてきたが、さらなる活発な経済活動を展開

しようと、法人化に踏み切った。

組合では、商店街の知名度向上のため、組合員

店舗を紹介するパンフレットの作成や新宿からの

高速バス利用者に対する割引チケットの発行とい

った共同宣伝・販売促進事業、年末年始など繁忙

期を中心に行う駐車場の共同警備など、多彩な事

業を展開する。

将来的には地産地消の推進や新たな食材を活用

したメニュー開発にも取り組み、沼津港に戦略的

な賑わいの創出も検討する。

沼津港に賑わいを
商業者が団結
ぬまづみなと商店街協同組合
沼津市

後藤義男理事長

恒例の“誌上暑中見舞交換”に今年も多くの

お申込みを頂き、ありがとうございました。

さて、今年のテーマは、“富士山にまつわる数

字”。言うまでもなく、富士山は日本一の高さを

誇る山。では、二番目に高い山は？となると即

答できる人はグッと減るだろう（北岳（山梨県）

3193m）。さらに、100年前、“日本一”の高

さを誇っていたのは、富士山ではなく、日本の

統治下（1895年～1945年）にあった台湾の

玉山（3952m・旧称“新高山”）だったことを

知る人も多くはない（台湾には3700m級の高

山が多く、当時の富士山の高さは、“日本で6～

8番目”であったらしい）。

ナンバー2（北岳）とかつてのナンバー1（玉

山）。ナンバー1（富士山）の陰に隠れ、その存

在は薄くなりがちだが、ナンバー1を語るとき

には欠かせない。そんな地味だが、滋味な存在

につい惹かれてしまう。（住川）
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